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Ａパーリ文献	
は34点の文献の集成 () であり, 三つの部分 (vagga) に分
けられている｡ このうち第１部が最古の層を成すと言われ, ｢部派分裂以前にさかのぼりう
る部分を含む｣ とさえ主張する人がいるほどである｡
第１部の冒頭に収められているのが(ブラフマンの網) であり, 仏教修行者が
避けるべき生活や考え方が列挙されている｡ の第１節は, (短いシーラ)
という表題が付いていて, 仏教の修行者の避けるべき事項が25にわたって挙げられている｡
またあるいは言う｡ ｢あるシュラマナやブラーフマナは, 信者に与えられる食い物
を食いながら, このような見世物に熱中している｡ すなわち, [次に挙げられる25の
見世物である｡] だが, 修行者ゴータマは, このような見世物の見物を止めている｣
と｡ ブッダを称える際に, 一般の人はこのように言う｡
1) 踊り (nacca)
2) 歌 ()
3) 楽器演奏 ()
4) グループ・ダンス ( !)
5) 語り ()1)
6) 太鼓の手打ち ( 
・
)2)
7) 魔術 (!)3)
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*本学文学部
キーワード：初期仏教，望ましくない見世物，興業の種類
DN : "	
1, ed. Thomas W. Rhys Davids and & J. Estlin Carpenter, London, 1889.
SV: Buddhaghosa, #$%
・
&'(&)1, ed. Thomas W. Rhys Davids & J. Estlin Carpenter, London,
1886.
1) buddhaghosaはこの語を説明していないが, 例として ｢[%]*+,と+%

・
[の語り]｣ を
挙げている｡
SV, p. 84: -
・
.
・

・

・
!-
・

・・
.
2) 想定されるサンスクリット語形は 
・
(手で出す音) であるが, 用例はない｡ パーリ語形も
ここ以外に用例がない｡
SV-/..0 
・
・
・

・
 
・

・
.
[研究ノート]
禁じられている見世物のリスト
『ディーガニカーヤ』 1.1.13
小 林 信 彦*
8) ? (	

・
)4)
9) ? (sobha-nagaraka)5)
10) チャンダーラの ? (
・

・
	
・
)6)
11) 象の闘い (hatthi-yuddha)
12) 馬の闘い (assa-yuddha)
13) 水牛の闘い (mahisa-yudda)
14) 牛の闘い (usabha-yuddha)
15) 山羊の闘い (aja-yuddha)
16) 羊の闘い (
・

・
)
17) 鶏の闘い (
・
)
18) ウズラの闘い (
・・
)
19) 棒による闘い (
・

・
)
20) 拳による闘い (
・・
)
21) 相撲 (nibbuddha)
22) 模擬戦 (uyyodhika)
23) 軍隊の点呼 (balagga)
24) 軍隊の整列 (		)
25) 観兵式 (	)
だが, 修行者ゴータマは, このような見世物の見物を止めている｡ ブッダを称える
際に, 一般の人はこのように言う7)｡
桃山学院大学総合研究所紀要 第31巻第３号234
3) サンスクリットには対応語が見当たらないが, 	(魔術師) がある｡ buddhaghosaによると,
この語は ｢低い音の音楽｣ (	
・
) を指すが, ｢呪文によって死体を生き返らせること｣ を指す
という意見もある｡
SV, loc. cit.: 	
・
	
・

・

	

・・
	saddan ti pi eke.
4) 5506 に	
・
が見える｡ また !"# 
・
4285 と 4302 に	があり,
踊り子, 曲芸師, 泣き屋を表す語と共に用いられている｡
SV$	
・



・
	
・

・

5) SV$
,
・
	
・


・

・


・
	
・
	
・

6) SV$
・

・
	
・

・
	
・
	
・

・
			
・
	
・
	
・

・

・
		
	
・

・

・

・

・

・

%	
・
&	%	
・
	

・

・
		
・
	
・
&		
	
・・
			
・

	
・
	
・

・
	
・
	
・
	
		
・
		
	
	


・
'
・

・
%
・・
	
・

	
・
%%'
・
'
・
'			
%	
・・

・

()3541
7) DN6 (1113)$		'
・

	
・
			%	&%	

	
・
	
・
	
	
・

・
	
・
	
・

・
	
・
	
･


・
	
・
	
・

・


・

･

･
	
・
・
・

・

・

・

・

・
%
・

・

・

・

・

・

・

・


・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
			
・
	
				
・


・
	
Ｂこのように, 避けるべき事項のリストがに見られるのであるが, 先ず最初の部
分を眺めると, 第１項目から第10項目まで, 列挙されているのは数多くの芸能である (踊り
/歌/楽器演奏/グループ・ダンス/語り/太鼓の手打ち/魔術/？/？/チャンダーラの？)｡
次に第11項目から第18項目までは, 動物を闘わせる興行である (象の闘い/馬の闘い/水牛
の闘い/牛の闘い/山羊の闘い/羊の闘い/鶏の闘い/ウズラの闘い)｡ そして, 第19項目から第21
項目までは, 人間が行う格闘技である (棒による闘い/拳による闘い/相撲)｡
最後に第22項目から第25項目までは, 軍隊の行うデモンストレイションである (模擬戦/
軍隊の点呼/軍隊の整列/観兵式)｡ 	
罪９の第48 ｢軍隊の行進を見ることの禁止｣ と
第50 ｢軍隊の演習を見ることの禁止｣ に対応する｡
このように, 第１部冒頭のによると, 仏教の修行者が控えるよう
に期待されていたのは, 多岐にわたる数多く見世物であり, 芸能に限られてはいなかった｡
さて, ブッダになる準備に専念する人々は, 
・
と呼ばれる集団の中に住んでいた8)｡

・
の人々に先ず要請されていたのは, 正しい生活を送ることであったが, そのための
心得をとして10の事項が定められていて, (十箇条のシーラ) と呼ばれた9)｡

・
の人々に控えるようにと規定する10項目のうち, 第７項目に見えるのは 


 (踊りや歌や楽器演奏の興行を見に行くこと) である10)｡ !	
・
 
・
 とテキストにあることからも明らかなように11), ここに見える 
という語は, 第４の芸能ジャンルを指すのではなく, 芸能のパフォーマンス一般を指してい
る｡ それに,  は
(示す) の派生語であろうが,  などという名詞が指す特
定の芸能は, インドの文学作品で全く知られていない｡
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puthujjano van
・
n
・
am
・
"vadeyya.
8) 小林信彦, ｢教団法 (戒律) と心掛け (戒) ―日本人の気づかなかった区別―｣, 『[桃山学院大学]
総合研究所紀要』 25. 2, 2000, pp. 3537.
9) ibid., pp. 3739.
#というサンスクリット名詞の一般的な意味は ｢よい習慣｣$｢正しい生活｣ であるが, 仏教の

・
使われる場合の意味は ｢[正しい生活をするために]控えるべきこと｣ である｡

・
に属さない一般信者にも, ｢控えるべきこと｣ が定められていた｡ これには５項目あった
(殺すのを控えるべきこと$盗むのを控えるべきこと$[配偶者でない者との]セックスを控えるべきこ
と$嘘をつくのを控えるべきこと$飲酒を控えるべきこと)｡

・
に属する場合は, 20歳未満の未成年者 (#
・
!) も含めて, さらに５カ条が追加される
(大きい寝台や高い寝台で寝るのを控えること$香油を塗ったり装身具を付けたりするのを控えるこ
と$踊りと歌と演奏の鑑賞を控えること$正午を過ぎたら食事を控えること$金の受け取りを控えること)｡
このように, 
・
の人々には10カ条の#が定められていた｡ これを##と言う｡
10) %&'
・
1(!)*!+!!(,""(1879(	)83 (1)56)-"!
・
"
!
・
)
  !
・
!
・
  	(!

・
!!  
・
-‥‥‥(


 !
・
(‥‥‥
11) ./(	)6 (0(3)13)-!	
・
 
・
 !
・
‥‥‥)
Ｃところで, このリストの第４目に挙げられている(＜	

・
) という語は, 19世
紀来研究者の関心を引き, ｢劇の上演｣ (
) と訳されてきた12)｡ しか
しながら, 

が正しく指摘したように, ｢紀元前５世紀にはすでに演劇が知られ
ていた｣ というのはありそうもないことである13)｡
仏教の
	が成立したのは, インドで演劇が行われるより遥かに前のことであり, 演劇を
意味する語
・
または
・
は, 当然ながら
	10項目の中に見えない｡ しかしながら,
インドの演劇は踊りと歌に深いかかわりがあり, この二つを禁止されては成り立たない｡
新しい芸能ジャンルに付けられた名称 
・
または 
・
の語根 
・
は, ｢踊り｣ を指す

・
の語根 
・
(踊る) の変形に過ぎない (
・
＜
・
)｡ 
	10項目が完備した後で,新し
い芸能ジャンルとして演劇が始まった時, 踊りと歌が禁止されている以上, 当然禁止の対象
になったはずである｡
 !"#の注釈者$%
14) は, この を
・

&
・
に置き換えている15)｡

・
は ｢踊り子｣ を意味する16)｡  !"#のリストにある他の語と同じように, 
も ｢見世物｣ の一種を指しているはずである｡ したがって, の 同義語
・

&
を構成する
&の意味 ｢集まり｣ は, ｢観客の集まり｣ ではなく ｢芸人の集まり｣ であ
ろう｡
そうすると, 
・

&が指すのは ｢踊り子の集まり｣ ということになる｡ ''の指す
｢ソロの踊り｣ に対する ｢グループ・ダンス｣ であろう｡ なお, 興味深いことに, に
対応するサンスクリット語形

・
(	

・
) が正統派の法典( )*(+
・
,!に見える17)｡ し
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12) Daniel Gogerly, Journal of the Ceylon Branch of the Royal Asiatic Society, 1846, p. 23.
P. Grimblot, Sept Suttas Palis, 1976, pp. 188189.
Albrecht A. Weber, History of Indian Literature-.-1878-/199-319/
0
1/

-Buddhist Sutta, Sacred Books of the East 11, London, 1881, p. 192.
Karl E. Neumann, 2!3433 3*56,(67)*(2 !"#) 2-89', 1912, p. 69.
13) Dialogues of the Buddha (2 !"#) 1, trans. Thomas W. & Caroline A. F. Rhys Davids, p. 7, note
4, London, 1919.
Thomas W. Rhys Davids, Buddhist India, London, 1903, p. 185.
14) buddhaghosaの著作*( ,:*!"は489年に中国で翻訳されている (『善見律毘婆沙』, 『大正新
脩大藏經』 24, pp. 673800) ので, この年をこの文献の年代下限とすることができる｡ ちなみに, 伝
承によると, buddhaghosaは magadhaに生まれ, スリランカ王$の治世 (５世紀) にスリラ
ンカへ行き, シンハラ語の注釈を集めて研究した｡
15) SV, p. 84 : pekkhan ti 
・

&/
16) ;,", ed. V. <
$=, vol. 3, London, 1883, /507 (>/432)?&-	$
・

	
	%
・

・

/


・

$
・
$
・


・

''
%
・
$‥‥‥
'</<'-Die soziale Gliederung im 6+@*,A!B3 Indien zu Buddhas Zeit, Kiel, 1897, pp. 188189.
17) C )*+
・
,!, ed. N. R. Acharya, Bombay, 1946, 9.84:


・
'$

・
D


・

&
・
%''

・

・

・


・

・


・

・
‖
祭りの際とはいえ, 禁止されているにもかかわらず, 酒を[飲んだり], グループ・ダンスに見
かも, できの悪い妻への刑罰を定める条項に見える18)｡
は語合成 	
・

	
を public spectacles or assemblies と訳するが, Winternitz
はこれを改めて	zur Besichtung von Schaustellungen [aller Art] とする19)｡
これを dvandvaと取らず, 	
・
と取った Winternitzは正しい｡ しかしながら, ここで
	
・

の意味するもの, すなわち見物の対象となっているのは Schaustellungen aller Artで
はあるまい｡


のリストでは, 1) から 3) までと 5) から10) までに, 特定の芸能の名前が
挙げられている｡ そうすると, 4) の 
も特定芸能ジャンルを指しているはずである｡

という語を説明して	が使う表現
・
	
の意味は ｢踊り子の集合｣
である｡ これが上演見物の対象であると言うのであるから, ここで  !"# $ のテキスト
に見える表現	
・

が指すのは, ｢踊り子の集団[がいっせいに踊ること]｣ である｡
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に行ったりする女は, 6クリシュナラを[罰金として]科せられる｡
18) ヒンドゥー社会で抜きん出て大きな影響力のあった法典で, 家庭に暮らす女たちは芸能の催しを見
に行くと, 国王の司法制度で罰せられたのである｡ 芸能の催しと家庭の女たちのかかわりを社会全体
がこのように見ていた状況の中で, 仏教の 	
・
に属する女たちだけが芸能を楽しむことを許容さ
れたはずもなかろう｡
小林信彦, ｢サンガが演劇にかかわっていた可能性 ―建前と食い違う実態―｣, 『[桃山学院大学]
総合研究所紀要』 31.3, p. 220 (注78).
19) Moriz Winternitz, “%zur budddhistischen Sanskritliteratur,” Wiener Zeitschrift &'(die Kunde
S' )"*!)27, 1913, p. 28.
